
【9 月 18 日（水） 仁賀小学校への参観①（教育実習）】 

 

 

教育実習生 52 名が、竹原市立仁賀小学校の学校生活を参観させていただきました！ 

 

三原の教育実習では、本校とは異なる教育現場を参観し、豊かな教育経験を積ませていただくことで、今後の実習に生

かしていくことをねらいとした『仁賀小参観』を行っています。 

 

この『参観』は約 30 年前から始まり、長きにわたる期間、竹原市立仁賀小学校のみなさまにご協力をいただいていまし

た。コロナ禍を経て 4 年ぶりの開催になります！ 

 

午前中は 

 授業参観 

 仁賀小学校の紹介 

 和太鼓の演奏鑑賞 

 校長先生からのご講話 

という内容でした。 

 

 

授業参観では、『1 年生の算数』 ・ 『3・4 先生の複式の算数』 ・ 『6 年生の道徳の授業』を参観させていただきまし

た。実習生にとっては、何度か授業実践を重ね、自分自身の課題や成長について向き合っているタイミングだったこともあ

り、とても学びの深い参観になったことと思います。 

複式の授業を目にする機会もなかなか無いので、とても貴重な機会になりました！ 

子どもたち同士が自然と語らいながら、つぶやきながら、学び合っていく姿がとっても素敵でした！ 

 

 

続いて児童のみなさんによる和太鼓の演奏です。 

仁賀小学校と言えば、和太鼓！というイメージが思い浮かぶほど、素敵な演奏をされることで有名です。 

今回、なんと私達のために演奏をしてくださいました！ 

1 年生から 6 年生のみなさんが、力を合わせて息を合わせて演奏しています。 

  

  

力強く体育館中に響き渡る太鼓の音色を、全身で感じることができました。 

とっても感動的で、忘れることのできないひとときになりました。 



 

そして、なんと 2 名の実習生も一緒に演奏させてもらうことに！ 

貴重な経験になりましたね。ありがとうございました♩ 

  
 

校長先生からのご講話では、『仁賀小学校で大切にされていること』や『仁賀小ならでは特色や取組』の数々を、子ど

もの姿を通してお話いただきました。 

また、教師を志す実習生に対して、心温まるメッセージもいただきました。 

自分自身の気持ちや将来について、改めて考えたり問い直したりする、たくさんのヒントをいただいたように思います。 

  

 

（午後からの参観はパート 2 に続きます！） 


